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 先の北京オリンピックでマイルリレーの第１走をつとめ、見事な走りを見せてくれた本校のＯＢで

ある安孫子充裕選手の報告会が９月２４日行われました。荒井同窓会会長・長岡同窓会副会長・   

小松登スポーツ文化後援会会長から出席をいただき、大勢の報道陣がつめかける中、校長・生徒会長

の感謝の挨拶に続き、次のような感想と決意を語ってくれました。 
○ オリンピックという初めての舞台で自分を失い、暴走してしまいました。本当に悔しく応援し

てくださった皆さんには申し訳ありません。 
○ しかし、この体験をとおして「オリンピックチャンピォンになりたい」と思うようになりまし

た。課題を一つ一つ解決していき、レベルアップをはかって行きたい。 
○ （当然）４年後のロンドンオリンピックに向けて頑張って行きます。 
○ 今後も、目標の達成のために頑張って行きたい。 
 安孫子選手がマスコミに取り上げられる度、「上山明新館高等学校出身」ということばが枕詞のよう

に付きます。たいへん誇りに思います。今後のますますの活躍を祈念します。 

 
 報告を終わり、拍手の中退場する安孫子選手。 

佐藤選手 国体５位入賞（レスリング少年男子フリースタイル１２０㌔級） 

 大分県佐伯市総合体育館で行われている国民体育大会において、見事、佐藤弘樹（３の５）君が５

位入賞を果たしました。日ごろの鍛錬の成果です。９月３０日付け山形新聞のスポーツ紙面に大きく

写真入で取り上げられています。山形新聞の記事には次のようにありました。 
「負けたのは悔しいが結果を出せてよかった。」高校最後の大会で入賞し、素直に喜んだ。 
 おめでとうございます。 
 



 
 ９月２５日（木）に審査結果が発表になりました平成２０年度の農業高校生小論文コンクール（山

形県農業協同組合中央会主催）において、食料生産科３年の２名が見事優秀賞を受賞しました。 
優秀賞 

○ 渡邉 由紀さん（食と農について考えること） 

○ 佐藤 敏子さん（小麦粉から米粉へ） 

 いずれの作品も、今「課題研究」で取り組んでいるテーマを通して、今後のわが国の食のあり方に

ついて論じた作品でした。 

 
 ９月２６日（月）に行われました生徒会役員選挙で、新会長に米内さんが選出されました。また、

副会長には相澤薫さん・土屋賢悟君の２名、総務委員長に佐藤旦さん、議長に笹原美穂さん、

副議長に高瀬保奈美さん・関千明さんの２名、会計に荒井千幸さん・土屋華果さんの２名が

選出されました。今後１年間、生徒会活動の先頭に立っての活躍が期待されます。 

 

 先ごろ福島市で開催された東北高校新人陸上競技選手権大会において、２種目で優勝する

など、好成績をあげました。主な成績は下記のとおりです。今開催中の国民体育大会に４名の選手が

出場しており、活躍が期待されます。 
○優勝  高橋 優香（女子２００m） 

○優勝  小野 拓也（男子８００ｍ） 

○第２位 五十嵐理沙（女子１００ｍ） 

○第４位 信田 亮輔（男子２００m） 

○第５位 荻生田千紗（女子３０００ｍ） 

○第５位 信田 亮輔（男子走り幅跳び） 
 
  
 
今後の予定 
○ １０月 ４日（土）～県新人大会（屋外競技） 
○     ７日（火）～９日（木）２学期中間テスト 
○    １０日（金）自転車防犯キャンペーン（上山警察署）於 本校駐輪場 
○    １０日（金）県高等学校総合文化祭開催 
○    １１日（土）～県新人大会  
○    １４日（火）PTA 校外部第４回交通安全街頭指導 

 


